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東倉吉町四日市町ほか枝線工事
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2.000

2.000

2.000

0.987

1.031

1.057

0.981

1.083

1.029

1.003

1.079

Bor No.8 BP-1

Bor No.8 BP-1
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2.300上流側発進口

no.11 VPφ200 Bor No.8 BP-1

既設No.1MH VPφ200 2.01 -1.061 0.214 -0.961 1.586 1.000 1.043 -2.068 2.800 2.300 2.000 0.732 1.278 Bor No.8 BP-14.078上流側到達口

1.98 -0.040 0.214  0.060 0.786 1.000 1.043 -1.047 2.300 2.000 0.953 1.0273.027 2.000

二重管ストレーナ(単相式)

薬液注入工
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薬液注入工

二重管ストレーナ(単相式)

薬液注入工



不陸整生・不識布 t=1.5
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下層路盤（再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRc-30）

下層路盤（再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRc-30）

下層路盤（再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRc-30）

下層路盤（再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRc-30）
上層路盤（粒調砕石 M-30)

可とう継手可とう継手

無収縮モルタル

可とう継手

斜　　壁
H=450or600

躯体ブロック

基 礎 砕 石

インバート 底　　版

RC-40

直　　壁

σck=18N/mm2

沈下防止板

プレーンエンド直管

ゴム輪受口片受直管

止水キャップ

密閉式内蓋 保護蓋

◎100
◎200

◎100（◎150）
汚水桝（標準）

◎200-100-100

（◎200-150-100）

塩ビ蓋

汚水桝（ドロップ）ゴム輪受口片受直管

ゴム輪受口60°曲管

◎200-100-100◎100（◎150）

◎100（◎150）

◎100（◎150）
ゴム輪受口30°曲管

（◎200-150-100）

※（　）内は取付管φ150の場合とする。

止水キャップ
◎100

（又は塩ビ蓋）

沈下防止板

プレーンエンド直管

密閉式内蓋 保護蓋

◎200

（又は塩ビ蓋）

蓋および受枠(T-14)

標 準 構 造 図

・組立１号マンホール

舗装復旧断面図

・汚水桝

　(内径90)

件　　　名

図　　　名

縮　　　尺 図　示 図　番

設計者氏名

調査年月日 令和　　年　　月　　日

米  子  市  下  水  道  部

内浜系統　中央排水区

標 準 構 造 図 縮尺 1/40

舗装復旧断面図 縮尺 1/20

市道四日市町3号線

本復旧
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・
施
工
に
つ
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て
は、「

下
水
道
工
事

標
準
仕
様
書」

に
よ
る
。

アーケード内

（掘削部分）

現　況仮復旧

(タイル舗装区間）
アーケード内

（掘削部分）

現　況仮復旧

（ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装区間）

（160路線）
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標準構造図・舗装復旧断面図

組立１号マンホール（内径90）
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縦  断  図
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立坑仮設図(1)（参考図）

内浜系統　中央排水区

件　　　名

図　　　名

縮　　　尺 1/40 図　番

設計者氏名

調査年月日

米  子  市  下  水  道  部

令和　　年　　月　　日

（参考図）

立坑仮設図(1)

no.10 到達立坑φ1500

no.11 到達立坑φ1500

no.11 発進到達立坑

平　面　図 円形覆工板詳細図

掘削完了時 引上完了時
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（呼び径 φ1500mm）
鋼製ケーシング　t=12mm

掘削底面

コンクリート
底スラブ

(立坑呼び径 φ1500mm用)
鋼製ケーシング専用　円形覆工板

すべり止め加工

溶接接合

鋼製ケーシング t=12mm
（呼び径 1500mm）

鋼製ケーシング専用　円形覆工板
（立坑呼び径 φ1500mm用）

0.176

（呼び径 φ1500mm）
鋼製ケーシング　t=12mm

すべり止め加工

(立坑呼び径 φ1500mm用)
鋼製ケーシング専用　円形覆工板

底盤コンクリート
30-18-20

掘削底面

コンクリート
底スラブ

ボルト接合
鋼製ケーシング t=12mm

（呼び径 1500mm）

溶接接合

鋼製ケーシング専用　円形覆工板
（立坑呼び径　φ1500mm用）

ボルト接合
0.550
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立坑仮設図(2)（参考図）

内浜系統　中央排水区

件　　　名

図　　　名

縮　　　尺 1/40 図　番

設計者氏名

調査年月日

米  子  市  下  水  道  部

令和　　年　　月　　日

（参考図）

立坑仮設図(2)

no.12 二方発進・      

     片到達立坑φ2000

掘削完了時 引上完了時

no.12 発進到達立坑

平　面　図 円形覆工板詳細図

no.13 両発進立坑

平　面　図 円形覆工板詳細図

掘削完了時 引上完了時

no.13 両発進立坑φ2000
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底スラブコンクリート

底盤コンクリート
30-18-20

掘削底面

溶接接合

ボルト接合
鋼製ケーシング t=12mm

（呼び径 2000mm）

鋼製ケーシング専用　円形覆工板
（立坑呼び径 φ2000mm用）

鋼製ケーシング専用　円形覆工板
（立坑呼び径 φ2000mm用）

（呼び径 φ2000mm）
鋼製ケーシング　t=12mm

すべり止め加工

鋼製ケーシング専用　円形覆工板
（立坑呼び径 φ2000mm用）

すべり止め加工

（呼び径 φ2000mm）
鋼製ケーシング　t=12mm

底スラブコンクリート

底盤コンクリート
30-18-20

掘削底面

溶接接合

ボルト接合 鋼製ケーシング t=12mm
（呼び径 2000mm）

鋼製ケーシング専用　円形覆工板
（立坑呼び径 φ2000mm用）

0.767

埋戻し（購入土）埋戻し（購入土）

161 VPφ200158 VPφ200

1
6
0

V
P
φ

20
0

161 VPφ200158 VPφ200
161 VPφ200 161 VPφ200

161 VPφ200161 VPφ200

VUφ100取付
77

V
U
φ

10
0

取
付

7
7

Ｎ　値

0 10 20 30 40 50

土質柱状図

推定土質柱状図

標高

ｱｽﾌｧﾙﾄ

Bor NO.8　BP-1
GH=1.96m

砂

混り

砂

シルト

1

▽GL-1.00m

-4.14

0.76

-1.64

1.88

0.56 質砂

-2.84

腐葉土

混り砂
4

1

5

貝殻

礫混り

シルト


